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 南丹市告示第２１３号 

  令和元年第３回南丹市議会９月定例会を次のとおり招集する。 

    令和元年８月２１日 

南丹市長 西村 良平 

記 

 １．期  日  令和元年８月２８日 

 ２．場  所  南丹市議会議場 

 

 

  

 ○

○○

○開会日

開会日開会日

開会日に

にに

に応招

応招応招

応招した

したした

した議員

議員議員

議員 

  

 

   塩 貝 孝 之     前 田 義 明      村 好 高 

   野 村   健     麻 田 育 良     鞆 岡   誠 

   木 村   裕     谷 尻 昌 史     谷 尻 宣 雄 

   木 戸 德 吉     平 田 聖 治     吉 田 尋 子 

   平 野 清 久     八 木 信 樹     柿 迫 正 紀 

     不 悖     松 尾 武 治     仲 村   学 

   山 下 秋 則      瀨 孝 人     小 中   昭 

 

 

  

 ○

○○

○応招

応招応招

応招しなかった

しなかったしなかった

しなかった議員

議員議員

議員 

  

 

    な  し 
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令和元年

令和元年令和元年

令和元年第

第第

第３

３３

３回南丹市議会

回南丹市議会回南丹市議会

回南丹市議会９

９９

９月定例会会議録

月定例会会議録月定例会会議録

月定例会会議録（

（（

（第

第第

第１

１１

１日

日日

日）

））

） 

  

 

令和元年８月２８日（水曜日） 

 

  

 

議事日程

議事日程議事日程

議事日程（

（（

（第

第第

第１

１１

１号

号号

号）

））

） 

  

 

令和元年８月２８日 午前１０時開議 

  

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定について 

 日程第３  議案第５４号から議案第７０号まで（提案理由説明） 

 日程第４  議案第７１号から議案第７９号まで（提案理由説明） 

 

本日

本日本日

本日の

のの

の会議

会議会議

会議に

にに

に付

付付

付した

したした

した事件

事件事件

事件 

  

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定について 

 日程第３  議案第５４号 南丹市名誉市民条例の制定について    （市長提出） 

       議案第５５号 南丹市会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例 

              の制定について             （市長提出） 

       議案第５６号 南丹市市営バス会計年度任用職員の給与、勤務条件等に関 

              する条例の制定について         （市長提出） 

       議案第５７号 南丹市生涯学習施設条例の制定について  （市長提出） 

       議案第５８号 南丹市太陽光発電施設の設置及び管理に関する条例の制定 

              について                （市長提出） 

       議案第５９号 南丹市印鑑条例の一部改正について    （市長提出） 

       議案第６０号 南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

              ついて                 （市長提出） 

       議案第６１号 南丹市美山かやぶきの里拠点施設条例等の一部改正につい 

              て                   （市長提出） 

       議案第６２号 南丹市美山大野ダム公園設置条例の一部改正について 

                                  （市長提出） 

       議案第６３号 南丹市職員の条件附採用及び臨時的任用に関する条例等の 

              一部改正について            （市長提出） 

       議案第６４号 南丹市上水道事業給水条例の一部改正について 

                                  （市長提出） 

       議案第６５号 令和元年度南丹市一般会計補正予算（第２号） 

                                  （市長提出） 
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       議案第６６号 令和元年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

              ２号）                 （市長提出） 

       議案第６７号 令和元年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第２ 

              号）                  （市長提出） 

       議案第６８号 令和元年度南丹市市営バス運行事業特別会計補正予算（第 

              １号）                 （市長提出） 

       議案第６９号 令和元年度南丹市土地取得事業特別会計補正予算（第１ 

              号）                  （市長提出） 

       議案第７０号 令和元年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

              （第２号）               （市長提出） 

 日程第４  議案第７１号 平成３０年度南丹市上水道事業会計未処分利益剰余金の処 

              分について               （市長提出） 

       議案第７２号 平成３０年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定について 

                                  （市長提出） 

       議案第７３号 平成３０年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決 

              算認定について             （市長提出） 

       議案第７４号 平成３０年度南丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認 

              定について               （市長提出） 

       議案第７５号 平成３０年度南丹市市営バス運行事業特別会計歳入歳出決 

              算認定について             （市長提出） 

       議案第７６号 平成３０年度南丹市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

              について                （市長提出） 

       議案第７７号 平成３０年度南丹市土地取得事業特別会計歳入歳出決算認 

              定について               （市長提出） 

       議案第７８号 平成３０年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出 

              決算認定について            （市長提出） 

       議案第７９号 平成３０年度南丹市上水道事業会計決算認定について 

                                  （市長提出） 

 

出席議員

出席議員出席議員

出席議員（

（（

（２

２２

２０

００

０名

名名

名）

））

） 

  

 

 １番 塩 貝 孝 之    ２番 前 田 義 明    ３番  村 好 高 

 ５番 麻 田 育 良    ６番 鞆 岡   誠    ７番 木 村   裕 

 ８番 谷 尻 昌 史    ９番 谷 尻 宣 雄    10番 木 戸 德 吉 

 11番 平 田 聖 治    12番 吉 田 尋 子    13番 平 野 清 久 

 14番 八 木 信 樹    15番 柿 迫 正 紀    17番   不 悖 

 18番 松 尾 武 治    19番 仲 村   学    20番 山 下 秋 則 
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 21番  瀨 孝 人    22番 小 中   昭 

 

欠席議員

欠席議員欠席議員

欠席議員（

（（

（１

１１

１名

名名

名）

））

） 

  

 

 ４番 野 村   健 

  

 

 

事務局出席職員職氏名

事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名

事務局出席職員職氏名 

事 務 局 長  

  

 山 口 浩 之  

  

 次 長  

  

 市 原   丞 

次 長 補 佐  

  

 吉 田   惠  

  

 係 長  

  

 井 尻 久 美 

 

説明

説明説明

説明のため

のためのため

のため出席

出席出席

出席した

したした

した者

者者

者の

のの

の職氏名

職氏名職氏名

職氏名 

  

 

市 長  

  

 西 村 良 平  

  

 副 市 長  

  

 山 内   守 

教 育 長  

  

 木 村 義 二  

  

 代表監査委員  

  

 川  通 夫 

市 長 公 室 長  

  

 船 越 雅 英  

  

 総 務 部 長  

  

 堀 江   長 

危 機 管 理 監 

兼支所担当部長 

 國 府 博 美  

  

 地域振興部長  

  

 清 水   茂 

市 民 部 長  

  

 弓 削 雅 裕  福祉保健部長  

  

 榎 本   尚 

農林商工部長  

  

 國 府 栄 彦  

  

 土木建築部長  柴 田 建 司 

上下水道部長  

  

 森   雅 克  

  

 教 育 次 長  

  

 中 川 勇 夫 

教 育 参 事  

  

 榊     貢  

  

 会 計 管 理 者  森   康 高 

 

午前

午前午前

午前１０

１０１０

１０時

時時

時００

００００

００分開議

分開議分開議

分開議 

 

○

○○

○議長

議長議長

議長（

（（

（







 

  

 不悖君

不悖君不悖君

不悖君）

））

） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は２０名であります。 

  これより、令和元年第３回南丹市議会９月定例会を開会いたします。 

  定足数に達しておりますので、これより直ちに本日の会議を開きます。 

  日程に入るに先立って、ご報告いたします。 

  野村健議員より、欠席の旨、届け出がありましたので、報告いたします。 

  また、市長より、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づく公益財団法人南丹

市福祉シルバー人材センター等各法人の経営状況報告書９件と健全化判断比率並びに資

金不足比率報告書が提出されております。 

  さらに、監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定に基づく例月出納検

査結果報告書が参っており、写しを配付しておきましたので、お調べおき願います。 

  また、本定例会における理事者出席要求につきましては、配付の文書のとおり要求し

ておきましたので、ごらんおき願います。 

  以上で、報告を終わります。 
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  日程第

日程第日程第

日程第１

１１

１ 会議録署名議員

会議録署名議員会議録署名議員

会議録署名議員の

のの

の指名

指名指名

指名 

  

 

○

○○

○議長

議長議長

議長（

（（

（







 

  

 不悖君

不悖君不悖君

不悖君）

））

） これより、日程に入ります。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

  会議録署名議員は、７番、木村裕議員、１９番、仲村学議員を指名いたします。 

 

  日程第

日程第日程第

日程第２

２２

２ 

  

 会期

会期会期

会期の

のの

の決定

決定決定

決定について

についてについて

について 

  

 

○

○○

○議長

議長議長

議長（

（（

（







 

  

 不悖君

不悖君不悖君

不悖君）

））

） 次に、日程第２「会期の決定について」を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日より１０月９日までの４３日間としたいと思いますが、ご異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○

○○

○議長

議長議長

議長（

（（

（







 

  

 不悖君

不悖君不悖君

不悖君）

））

） 異議なしと認め、さよう決します。 

 

  日程第

日程第日程第

日程第３

３３

３ 

  

 議案第

議案第議案第

議案第５４

５４５４

５４号

号号

号から

からから

から議案第

議案第議案第

議案第７

７７

７０

００

０号

号号

号まで

までまで

まで 

  

 

○

○○

○議長

議長議長

議長（

（（

（







 

  

 不悖君

不悖君不悖君

不悖君）

））

） 次に、日程第３「議案第５４号から議案第７０号まで」を一

括して議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  西村市長。 

○

○○

○市長

市長市長

市長（

（（

（西村

西村西村

西村 

  

 良平君

良平君良平君

良平君）

））

） 皆さん、おはようございます。ご苦労さまでございます。 

  提案理由の説明をさせていただくまでに、一言、現在も北九州方面、大変な豪雨でご

ざいます。ちょうど南丹市、昨年、線状降水帯によりまして多量の雨が降り、大きな被

害が出ました。既に１名の方が亡くなっておるというような状況でございますが、どう

か被害が少なく、大きな被害がなく、無事に災害から逃れられるようにお祈りいたす次

第でございます。 

  それでは、提案の説明に入りたいと思います。 

  本日ここに、令和元年第３回南丹市議会９月定例会を招集させていただきましたとこ

ろ、議員の皆様方にはご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  ただいま上程いただきました議案第５４号から議案第７０号までについて、ご説明申

し上げます。 

 まず、議案第５４号、南丹市名誉市民条例の制定につきましては、南丹市民または南丹

市に縁故の深い方で、市政の発展、公共の福祉の増進、文化の進展など、広く社会に貢

献された方に対し、南丹市名誉市民の称号を贈り、その栄誉を顕彰するため、本条例を

制定しようとするものであります。 

  次に、議案第５５号、南丹市会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例の制

定につきましては、地方公務員法及び地方自治法の一部改正により、令和２年４月１日

から新たに一般職非常勤職員の会計年度任用職員制度が導入されることから、本市にお
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いても会計年度任用職員の報酬や勤務条件等について規定し、制度を適切に運用するた

め、本条例を制定しようとするものであります。 

  次に、議案第５６号、南丹市市営バス会計年度任用職員の給与、勤務条件等に関する

条例の制定につきましては、議案第５５号と同様に、会計年度任用職員制度が導入され

ることから、会計年度任用職員で市営バス運転業務に従事するものの給与や勤務条件等

について規定し、制度を適切に運用するため、本条例を制定しようとするものでありま

す。 

  次に、議案第５７号、南丹市生涯学習施設条例の制定につきましては、根拠法令や利

用方法など運用が異なっている社会教育施設４館について、園部公民館の大規模改修及

び八木公民館の機能移転にあわせて４館の管理運営を一本化するため、本条例を制定し

ようとするものであります。 

  次に、議案第５８号、南丹市太陽光発電施設の設置及び管理に関する条例の制定につ

きましては、太陽光発電施設が生活環境や景観、自然環境などに及ぼす影響が大きいこ

とから、太陽光発電施設と地域の共生を図り、住民などの安全な生活と本市の環境を保

全することを目的として太陽光発電施設の設置、維持管理、廃止の際の措置に至るまで

の必要な事項を規定するため、本条例を制定しようとするものであります。 

  次に、議案第５９号、南丹市印鑑条例の一部改正につきましては、政府が進める女性

活躍推進の一環で、住民票などへ旧氏を併記できるようにするための住民基本台帳法施

行令等の一部を改正する政令が平成３１年４月１７日に公布、令和元年１１月５日から

施行されることに伴い、印鑑証明書に旧氏を併記できるようにするため、本条例の一部

を改正しようとするものであります。 

  次に、議案第６０号、南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正につき

ましては、議案第５７号に関連し、社会教育施設の名称などを変更するため、本条例の

一部を改正しようとするものであります。 

  次に、議案第６１号、南丹市美山かやぶきの里拠点施設条例等の一部改正につきまし

ては、南丹市美山北宿泊施設及び南丹市美山芦生山の家の使用料について、宿泊に係る

施設の使用料とその他の附随する料金とを分離するため、本条例の一部を改正しようと

するものであります。 

  次に、議案第６２号、南丹市美山大野ダム公園設置条例の一部改正につきましては、

たび重なる台風による被災により、南丹市美山大野ダム公園における貸しボート事業を

廃止するため、本条例の一部を改正しようとするものであります。 

  次に、議案第６３号、南丹市職員の条件附採用及び臨時的任用に関する条例等の一部

改正につきましては、議案第５５号及び議案第５６号と同様に、会計年度任用職員制度

が導入されることから、地方公務員法の引用条項の条ずれの改正など、関連する八つの

条例の一部を改正しようとするものであります。 

  次に、議案第６４号、南丹市上水道事業給水条例の一部改正につきましては、水道法



 

- 7 - 

の一部を改正する法律が平成３０年１２月１２日に公布、令和元年１０月１日から施行

され、指定給水装置工事事業者の指定の効力は５年ごとに更新することが新たに規定さ

れることに伴い、更新時の手数料を徴収するため、本条例の一部を改正しようとするも

のであります。 

  続きまして、各会計の補正予算につきまして、ご説明申し上げます。 

  議案第６５号、令和元年度南丹市一般会計補正予算（第２号）につきましては、既定

の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億８，１４８万７，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を２４０億３０６万３，０００円にしようとするものです。 

  今回の補正につきましては、平成３０年度決算に伴う繰越金の確定や国庫支出金、府

支出金の清算や未婚の児童扶養手当受給者臨時特別給付金、幼児教育無償化による子ど

も・子育て支援給付事業など、今後の業務推進上、速やかに対応する必要があるものを

計上しております。 

  主な内容につきまして、予算に関する説明書に沿って歳出からご説明申し上げます。 

  総務費では、総務管理費で庁舎等施設整備事業や特定空き家等対策事業、電子自治体

推進事業、財政調整基金積立金の増額、徴税費で過年度税還付金の増額など、合わせて

３億３，３８０万１，０００円の増額をしております。 

  民生費では、社会福祉費で自立支援給付事業などの増額、児童福祉費で児童扶養手当

支給事業や未婚の児童扶養手当受給者臨時特別給付金給付事業、子ども・子育て支援給

付事業、保育所管理運営費などの増額、生活保護費で生活保護運営管理事業の増額など、

合わせて６，５１６万８，０００円の増額をしております。 

  衛生費では、人件費や合併処理浄化槽等設置整備事業など、合わせて４０６万６，０

００円の増額をしております。 

  農林水産業費では、農業費で農業関連施設等管理費の増額、林業費で治山事業や野生

鳥獣被害総合対策事業、鳥獣被害防止緊急捕獲対策事業の増額など、合わせて１，５５

６万６，０００円の増額をしております。 

  商工費では、商工振興助成事業や消費税率引き上げに合わせて発行する商品券事業の

増額など、合わせて３，２７８万８，０００円の増額をしております。 

  土木費では、道路橋梁費で道路・橋梁維持管理事業の増額など、合わせて１５８万８，

０００円の増額をしております。 

  消防費では、防災行政無線管理運営費や防災施設整備事業の増額など、合わせて１，

７２１万２，０００円の増額をしております。 

  教育費では、教育総務費でスクールバス運行事業や適応指導教室管理運営事業の増額、

社会教育費で社会教育施設改修事業や展示会事業の増額など、合わせて１，４７１万円

の増額をしております。 

  公債費では、長期資金等借入金償還金３４１万２，０００円の減額をしております。 

  次に、これら歳出を賄います歳入につきまして、主な財源の説明を申し上げます。 
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  地方特例交付金では、子ども・子育て支援臨時交付金など１，４１０万９，０００円

の増額をしております。 

  地方交付税では、普通交付税の交付決定に伴い７億３，５１６万８，０００円の増額

をしております。 

  国庫支出金では、国庫負担金で児童扶養手当支給事業費負担金や子育てのための施設

等利用給付交付金などの増額、国庫補助金で子ども・子育て支援整備交付金や学校施設

環境改善交付金、プレミアム付商品券事業費補助金の増額など、合わせて７，６２４万

１，０００円の増額をしております。 

  府支出金では、府負担金で子育てのための施設等利用給付交付金などの増額、府補助

金で子ども・子育て支援整備交付金や子ども・子育て事業費補助金、地域商店街・商店

群活性化支援事業費補助金などの増額、府委託金で災害に強い森づくり事業委託金の増

額など、合わせて１，８０７万５，０００円の増額をしております。 

  財産収入では、財産売払収入で土地建物売払収入の増額など、合わせて８２４万３，

０００円の増額をしております。 

  寄附金では、一般寄附金で１，１２４万４，０００円の増額をしております。 

  繰入金では、基金繰入金の財政調整基金繰入金、減債基金繰入金の減額など、合わせ

て６億２，４５３万８，０００円の減額をしております。 

  繰越金では、前年度繰越金４億８，２８０万３，０００円の増額をしております。 

  諸収入では、雑入で国庫支出金等の過年度収入の増額など、合わせて３４４万２，０

００円の増額をしております。 

  市債では、社会福祉施設整備事業債６，６３０万円の減額、児童福祉施設整備事業債

５，２９０万円の増額、学校教育施設等整備事業債５７０万円及び臨時財政対策債２億

２，４２０万円の減額、合わせて２億４，３３０万円の減額をしております。 

  第２表、地方債補正におきましては、市債で説明した内容の変更をしております。 

  以上が、令和元年度南丹市一般会計補正予算（第２号）の主な内容であります。 

  次に、議案第６６号、令和元年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，６７３万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を３６億９，５９６万６，０００円にしようとするもので

す。 

  内容といたしましては、歳出では、総務費で一般管理事業や人件費の増額、基金積立

金で国民健康保険事業基金積立金の増額などをしております。 

  歳入では、国民健康保険税や前年度の繰越金、一般被保険者第三者納付金などの増額、

府補助金で普通交付金や国民健康保険事業基金繰入金の減額をしております。 

  以上が、令和元年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の主な内容

であります。 

  次に、議案第６７号、令和元年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に



 

- 9 - 

つきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１，６９８万９，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４３億４，２３０万８，０００円にしようとす

るものです。 

  内容といたしましては、歳出では、総務費で人件費の増額、基金積立金で介護保険給

付費準備基金積立金の増額、諸支出金で国庫支出金等過年度分返還金の増額をしており

ます。 

  歳入では、繰入金の一般会計繰入金の減額、前年度繰越金の増額をしております。 

  以上が、令和元年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の主な内容であ

ります。 

  次に、議案第６８号、令和元年度南丹市市営バス運行事業特別会計補正予算（第１

号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４１万６，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を９，９６１万６，０００円にしようとするものです。 

  内容といたしましては、歳出では、人件費の増額をしております。 

  歳入では、繰入金で一般会計繰入金の減額、前年度繰越金の増額をしております。 

  以上が、令和元年度南丹市市営バス運行事業特別会計補正予算（第１号）の主な内容

であります。 

  次に、議案第６９号、令和元年度南丹市土地取得事業特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７万４，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を１６万６，０００円にしようとするものです。 

  内容といたしましては、歳出では、土地開発基金積立金を増額し、歳入では、その財

源となる財産収入で土地開発基金積立金利子収入を増額しております。 

  以上が、令和元年度南丹市土地取得事業特別会計補正予算（第１号）の内容でありま

す。 

  次に、議案第７０号、令和元年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２

号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６４万９，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を５億２９９万４，０００円にしようとするもので

す。 

  内容といたしましては、歳出では、総務費で人件費の減額、後期高齢者医療広域連合

負担金の増額をしております。 

  歳入では、繰入金で一般会計繰入金の減額、前年度繰越金の増額をしております。 

  以上が、令和元年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）の主な内

容であります。 

  以上をもちまして、議案第５４号から議案第７０号までの主な説明とさせていただき

ます。 

  何とぞ、ご審議を賜りまして、可決をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 
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  日程第

日程第日程第

日程第４

４４

４ 

  

 議案第

議案第議案第

議案第７１

７１７１

７１号

号号

号から

からから

から議案第

議案第議案第

議案第７９

７９７９

７９号

号号

号まで

までまで

まで 

  

 

○

○○

○議長

議長議長

議長（

（（

（







 

  

 不悖君

不悖君不悖君

不悖君）

））

） 次に、日程第４「議案第７１号から議案第７９号まで」を一

括して議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  西村市長。 

○

○○

○市長

市長市長

市長（

（（

（西村

西村西村

西村 

  

 良平君

良平君良平君

良平君）

））

） それでは引き続きまして、ただいま上程いただきました議案

第７１号から議案第７９号までについて、ご説明申し上げます。 

  まず、議案第７１号、平成３０年度南丹市上水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

つきましては、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、未処分利益剰余金の処分

につきまして、議会の議決を得ようとするものであります。 

  次に、議案第７２号、平成３０年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定から、議案第７

９号、平成３０年度南丹市上水道事業会計決算認定までについて、ご説明を申し上げま

す。 

  本議案につきましては、地方自治法第２３３条第２項及び地方公営企業法第３０条第

２項の規定により、監査委員の審査に付したところ、審査意見書を令和元年８月１３日

付で提出いただきましたので、地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０

条第４項の規定により、監査委員の意見書及び関係書類を添えて、平成３０年度南丹市

一般会計歳入歳出決算及び６特別会計歳入歳出決算並びに上水道事業会計決算の認定を

求めるものでございます。 

  平成３０年度は第２次南丹市総合振興計画の初年度でありましたが、私が市長に就任

した最初の年度でもあり、市政をスタートするに当たり、へき地医療、待機児童、公共

施設（八木駅、公民館、学校施設、放課後児童クラブ等）の老朽化、地域の停滞などの

多くの課題を確認し、その対応策の検討と多くの台風や豪雨による被災対応に追われた

年度となりました。 

  私が市長に就任する際に皆様にお約束をいたしました五つの柱、活力ある産業の振興、

若者が定住できるまちづくり、暮らしの安心と安全、地域の個性を生かしたまちづくり、

教育・文化と人権尊重のまちづくりを実現するため努めようとしたところでありますが、

特別警報が発令された７月豪雨、記録的短時間雨量９０ミリを記録した台風２０号、最

大瞬間風速２８．１メートルを記録し、大規模、長時間の停電に見舞われた台風２１号、

記録的短時間雨量９２ミリを記録した９月豪雨に台風２４号と立て続けに被災し、市民

の皆様のご協力により幸いにも人的被害はありませんでしたが、道路・河川、住家、上

下水道、農林業施設や公共施設など、大きな被害を受け、議員の皆様のご協力もいただ

き、その復旧に多くの補正予算を組み、対応してきました。 

  交付税の合併特例措置が段階的に減り、税収も伸びない財政状況で大変厳しい中、国

や京都府に要望活動を積極的に行い、国や府の交付金や特別交付税などを獲得し、これ

らの災害復旧に加えて、私がお約束をいたしました五つの柱の実現と、今までからの多
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くの課題を解決するための道筋をつけることにもあわせて努めてきたところでございま

す。 

  それでは、平成３０年度決算額につきまして、ご説明を申し上げます。 

  南丹市の平成３０年度歳入歳出決算額は、一般会計歳入歳出決算につきましては、歳

入総額が２３１億２，８９８万８，９１２円、歳出総額が２２１億７，１４７万４，３

４２円、歳入歳出差引額が９億５，７５１万４，５７０円、繰越明許費に係る翌年度へ

繰り越すべき財源といたしまして、３億７，４７１万１，０００円を差し引きました実

質収支額は５億８，２８０万３，５７０円でございます。 

  前年度と比較いたしまして、歳入総額が１億４，９３４万１６９円、率にして０．６

４％の減、歳出総額が３億２，０１１万３，４８３円、率にして１．４２％の減、特別

会計歳入歳出決算につきましては、歳入総額が１１１億７，４８９万２，３３４円、歳

出総額が１０９億６，６３６万９，９４０円、歳入歳出差引額が２億８５２万２，３９

４円、繰越明許費に係る翌年度へ繰り越すべき財源はございません。そのため、実質収

支額は同額の２億８５２万２，３９４円でございます。 

  前年度と比較いたしまして、歳入総額が１３億４，７３３万５，２６８円、率にして

１０．７６％の減、歳出総額が１１億２３万８，５７９円、率にして９．１２％の減、

一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算額は、歳入総額の決算額は３４３億３８８万１，

２４６円、歳出総額の決算額は３３１億３，７８４万４，２８２円、歳入歳出差引額は

１１億６，６０３万６，９６４円となりました。 

  翌年度へ繰り越すべき財源は３億７，４７１万１，０００円で、実質収支額は７億９，

１３２万５，９６４円でございます。 

  前年度と比較いたしまして、歳入総額が１４億９，６６７万５，４３７円、率にして

４．１８％の減、歳出総額が１４億２，０３５万２，０６２円、率にして４．１１％の

減となっております。 

  財政指標におきましては、実質公債費比率は単年度で１３．４％、前年度と比較して

０．８ポイントの減となり、３カ年平均においては１３．６％、前年度と比較して０．

２ポイントの増となりました。 

  経常収支比率は９５．５％と、前年度と比較して０．３ポイント減少いたしました。 

  それでは、平成３０年度一般会計及び各特別会計並びに上水道事業会計決算の概要を

ご説明申し上げます。 

  議案第７２号、平成３０年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定につきましては、後ほ

どの決算特別委員会で会計管理者から説明いたしますので、何とぞよろしくお願い申し

上げます。 

  私からは、議案第７３号、平成３０年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定から、議案第７９号、平成３０年度南丹市上水道事業会計決算認定まで、その概

要をご説明申し上げます。 
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  まず、議案第７３号、平成３０年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定につきまして、ご説明申し上げます。 

  南丹市における平成３１年３月末現在の国民健康保険の加入世帯数は４，５７７世帯、

被保険者数は７，３９１人で、市の世帯数の約３２．４％、人口の約２３．３％となっ

ております。 

  歳入につきましては、収入済額３６億７，３３０万６，２６３円、収入済額の前年度

比較は６億３１３万４，３９３円、率にして１４．１０％の減となりました。 

  不納欠損額は２，４８２万７，３８４円、収入未済額は７，４８６万９，７８０円で

ございます。 

  歳出につきましては、支出済額３６億３，７８７万１，０３１円、支出済額の前年度

比較は５億２，１７７万２，２３５円、率にして１２．５４％の減となりました。 

  不用額は２，３９４万９６９円、歳入歳出差引額は３，５４３万５，２３２円で、実

質収支額も同額でございます。 

  歳出の主なものは、療養諸費や高額療養費などの保険給付費で２５億９，０３３万４，

０２８円、国民健康保険事業費納付金で８億１，２２２万９，３９４円、保健事業費で

４，５４０万２，９３１円などでございます。 

  歳入につきましては、医療給付費分や後期高齢者支援金分などの国民健康保険税で６

億７１３万９３６円、府支出金では、普通交付金などで２６億４，０１３万７，０００

円、繰入金では、一般会計繰入金で２億９，８４３万４，６１４円となりました。 

  次に、議案第７４号、平成３０年度南丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

つきまして、ご説明申し上げます。 

  介護保険の要介護または要支援認定を受けた被保険者に対し介護保険サービスを提供

するとともに、介護予防や高齢者の生活支援などを目的とした地域支援事業等に支出し

ております。 

  歳入につきましては、収入済額４３億４，５４４万２，７１２円、収入済額の前年度

比較は５，７０６万８，０４４円、率にして１．３３％の増となりました。 

  不納欠損額は４４４万９，８７４円、収入未済額は１，０３１万３，６９８円でござ

います。 

  歳出につきましては、支出済額４２億２２２万２，９２６円、支出済額の前年度比較

は７，８５２万６，５６１円、率にして１．９０％の増となりました。 

  不用額は１億４２５万６，０７４円、歳入歳出差引額は１億４，３２１万９，７８６

円で、実質収支額も同額でございます。 

  歳出の主なものは、介護サービス等諸費、介護予防サービス等諸費、特定入所者介護

サービス費などの保険給付費で３７億１，８０９万９，４６５円、介護予防・生活支援

サービス事業費、包括的支援事業・任意事業費などの地域支援事業費で２億５，８０４

万２，９０１円などでございます。 
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  歳入につきましては、保険料では、介護保険料第１号被保険者保険料で８億５４６万

４，５５５円、国庫支出金では、介護給付費負担金や調整交付金などで１０億６，０８

２万２，３８８円、支払基金交付金では、介護給付費交付金などで１０億６，０１４万

４，０００円、府支出金では、介護給付費負担金や地域支援事業交付金で５億９，９３

９万２，７４８円、繰入金では、一般会計繰入金などで６億５，４５８万３，０００円

などとなりました。 

  次に、議案第７５号、平成３０年度南丹市市営バス運行事業特別会計歳入歳出決算認

定につきまして、ご説明申し上げます。 

  市営バス運行事業特別会計では、直営１６路線のうち、スクールバス路線以外の美山

園部線、京北線、日吉ダム線に係る経費を支出いたしました。 

  歳入につきましては、収入済額５，７４４万２，８３８円、収入済額の前年度比較は

２，３４６万１０２円、率にして２９．００％の減となりました。 

  不納欠損額、収入未済額ともにありません。 

  歳出につきましては、支出済額５，２７３万７，４２５円、支出済額の前年度比較は

２，２１３万６，６５７円、率にして２９．５７％の減となりました。 

  不用額は３３６万６，５７５円、歳入歳出差引額は４７０万５，４１３円で、実質収

支額も同額でございます。 

  歳出の主なものは、バス事務所の経費などの一般管理費と一般職員及び嘱託職員の給

与費や市営バス運行経費などの運行事業費を合わせました事業費で４，９４７万４，２

６７円となりました。 

  歳入につきましては、事業収入では、市営バスの定期券や回数券を含めました運賃収

入として２，３５７万４，１８０円、府支出金では、市町村運行確保生活路線維持費補

助金として７５０万円、繰入金では、一般会計繰入金として２，０１８万５，０００円

などとなりました。 

  次に、議案第７６号、平成３０年度南丹市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

きまして、ご説明申し上げます。 

  公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水の各事業に支出いたしました。 

  歳入につきましては、収入済額２６億１，６３５万９，４５３円、収入済額の前年度

比較は７，９８１万３，４３７円、率にして２．９６％の減となりました。 

  不納欠損額は８１３万２，０５０円、収入未済額は７，７１６万７，６６７円となり

ました。 

  歳出につきましては、支出済額２５億９，９３５万９，８３５円、支出済額の前年度

比較は７，３９２万９，４６６円、率にして２．７７％の減となりました。 

  不用額は９１０万１，１６５円、歳入歳出差引額は１，６９９万９，６１８円で、実

質収支額も同額でございます。 

  歳出の主なものは、公共下水道施設、特定環境保全公共下水道施設、農業集落排水施
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設の維持管理費などの総務費で６億１，９３４万１，２８７円、公共下水道未普及地域

の管渠布設工事等を実施した事業費で２，４８８万５，４６４円、下水道事業の実施の

ために借り入れを行った地方債の償還元金や利子などの公債費で１９億２，００８万８

４円などとなりました。 

  歳入につきましては、使用料及び手数料では、下水道使用料などで６億２，４３５万

５７３円、繰入金では、一般会計繰入金と基金繰入金を合わせまして１３億３，３３７

万円、市債では、下水道債で５億８，７７０万円などとなりました。 

  次に、議案第７７号、平成３０年度南丹市土地取得事業特別会計歳入歳出決算認定に

つきまして、ご説明申し上げます。 

  土地開発基金条例に基づき、基金運用利子分を積み立てました。 

  歳入につきましては、収入済額２２万８，２６８円、収入済額の前年度比較は７万１，

５２８円、率にして４５．６３％の増となりました。 

  不納欠損額、収入未済額はございません。 

  歳出につきましては、支出済額２２万８，２６８円、支出済額の前年度比較は７万１，

５２８円、率にして４５．６３％の増となりました。 

  不用額は７３２円、歳入歳出差引額は０円で、実質収支額も０円でございます。 

  歳出の内容は、総務費で土地開発基金積立金として２２万８，２６８円となりました。 

  歳入につきましては、財産収入で土地開発基金積立金利子収入として２２万８，２６

８円となりました。 

  次に、議案第７８号、平成３０年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定につきまして、ご説明申し上げます。 

  南丹市における後期高齢者医療制度の被保険者数は６，０８７人で、市の人口の約１

９．２％となっており、証の交付、各種申請受付、保険料徴収などを行い、京都府後期

高齢者医療広域連合へ負担金として納付いたしました。 

  歳入につきましては、収入済額４億８，２１１万２，８００円、収入済額の前年度比

較は１６２万１，３５３円、率にして０．３４％の増となりました。 

  不納欠損額は２，８２２円、収入未済額は７７万１７８円となりました。 

  歳出につきましては、支出済額４億７，３９５万４５５円、支出済額の前年度比較は

３０７万８，１５３円、率にして０．６５％の増となりました。 

  不用額は１，２３５万４，５４５円、歳入歳出差引額は８１６万２，３４５円で、実

質収支額も同額でございます。 

  歳出の主なものは、一般職員給与費や保険料賦課徴収費などの総務費で２，８２０万

４，７５４円、保険料等負担金と保険基盤安定負担金の後期高齢者医療広域連合納付金

で４億４，５２５万５，３７２円となりました。 

  歳入につきましては、特別徴収保険料と普通徴収保険料を合わせました保険料で３億

１，６８８万７，０３２円、事務費繰入金と保険基盤安定繰入金を合わせました繰入金



 

- 15 - 

で１億５，５０２万９，５９４円となりました。 

  次に、議案第７９号、平成３０年度南丹市上水道事業会計決算認定につきまして、ご

説明申し上げます。 

  まず、簡易水道事業は平成３０年４月１日から地方公営企業法が適用され、上水道事

業に引き継いでおり、平成３０年度決算については事業統合を行った決算となります。 

  給水件数１万２，９００件、給水人口３万１，７０４人を対象に事業を実施いたしま

した。 

  収益的収入と資本的収入を合わせた決算額につきましては１２億３，７２８万４，４

２２円、収入済額の前年度比較は６億５，６５２万１，６６９円、率にして１１３．０

４％の増となりました。 

  収益的支出と資本的支出を合わせた決算額につきましては１６億４，５８４万３，８

２２円、支出済額の前年度比較は１０億３，６２７万８，９３０円、率にして１７０．

００％の増となりました。 

  収益的収入の主な内容につきましては、水道使用料などの営業収益で８億９４５万６，

８２２円、受取利息や長期前受金戻入などの営業外収益で２億５，９６１万５，６５７

円など、収入総額は１０億９，５１０万９２２円となりました。 

  収益的支出の主な内容といたしましては、経常経費のほか配水施設修繕費、減価償却

費などの営業費用で８億３，９９２万３，６３８円、支払利息、消費税などの営業外費

用で１億１，２４６万８，６５７円で、支出総額は１０億４，８００万３，５９２円と

なりました。 

  また、損益計算書において、当年度純利益は２，９３１万５，６２７円となったとこ

ろです。 

  次に、資本的収入の主な内容につきましては、配水管改良工事分担金などの分担金３，

２７６万５，５００円、統合簡易水道債償還元金に対する出資金１億９２７万８，００

０円など、収入総額で１億４，２１８万３，５００円となりました。 

  資本的支出の主な内容といたしましては、配水管改良工事費など建設改良費で２億８，

８３２万２，９５２円、企業債償還金で３億９５１万７，２７８円、支出総額で５億９，

７８４万２３０円となったところです。 

  資本的収支の差引不足額４億５，５６５万６，７３０円は、減債積立金取り崩し５，

００４万５，０００円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，７４５万３，５８

１円及び過年度分損益勘定留保資金３億８，８１５万８，１４９円をもって補塡いたし

ました。 

  以上、平成３０年度一般会計及び６特別会計並びに上水道事業会計の決算の概要につ

きましてご説明申し上げました。 

  なお、決算書とあわせまして主要な施策の成果説明書として事業報告書を提出してお

りますので、参考にしていただければと存じます。 
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  また、決算の内容につきましては、７月１日から８月８日にかけまして監査委員によ

る審査を受け、その結果は審査意見書のとおりでございます。 

  以上をもちまして、議案第７１号から議案第７９号までの主な説明とさせていただき

ます。 

  何とぞ、ご審議を賜り、可決決定及び認定をいただきますようよろしくお願いを申し

上げまして、説明を終わります。 

○

○○

○議長

議長議長

議長（

（（

（







 

  

 不悖君

不悖君不悖君

不悖君）

））

） 以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

  次の本会議は、９月４日午前１０時より再開して、一般質問を行います。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご苦労さまでございました。 
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